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研究成果の概要（和文）：研究1：「RA看護師の看護実践能力尺度（神崎ら,2017）」により外来と病棟看護の比
較をした。外来では口や足のフィジカルアセスメントが不足、患者への説明や画像の把握、医師との連携は病棟
より外来の方が行っていた。
研究2：フットケア支援能力を査定できる尺度を作成し41項目まで洗練した。
研究3：「関節リウマチ患者への看護リハビリテーション実施に関する実態調査」を実施した。50％以上が実施
と回答したのは、「日常生活の困りごと相談」と「関節保護」の2項目だけで、理学療法・作業療法・装具自助
具の提供・福祉制度に関する情報提供・栄養と調理に関する知識提供の5項目は、40％以上が実施ていなかっ
た。

研究成果の概要（英文）：1: Comparison of outpatient and inpatient ward nursing was made by the " 
Core Competencies of Rheumatology Nurse Practice Scale (Kanzaki et al., 2017)" to identify the 
challenges of each. Physical assessment of the mouth and feet was lacking in the outpatient setting,
 and explanations to patients, understanding of X-ray images, and collaboration with physicians were
 performed more in the outpatient setting than in the ward.2: A scale to assess foot care support 
competence was developed and refined to 41 items. 3: A "survey on the implementation of nursing 
rehabilitation for Rheumatoid Arthritis patients" was conducted. Five items (physical therapy, 
occupational therapy, provision of orthotic self-help devices, provision of information on welfare 
systems, and provision of knowledge on nutrition and cooking) were not implemented by more than 40% 
of the respondents.

研究分野：慢性看護
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研究成果の学術的意義や社会的意義
患者のセルフケア支援、特に看護師が行う看護リハビリテーション（フットケアやマウスケアも含む）につい
て、看護師の必要性認が十分でないことが本研究の実態調査で明らかになった。したがって、看護師の必要性認
識を高め、具体的実践に関する計画を実施していかねばならないことがわかった。病棟や外来での看護の特色や
課題も把握できたため、それぞれに必要なリウマチ看護を明確にして看護師へ伝達していく必要がある。薬物治
療を始めとする医療の進歩でリウマチ患者のQOLは向上しているものの出会う看護師の実践能力によって格差が
生じることがないよう実践に生かせる研究を継続していく必要があると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 関節リウマチ（以降、RA）治療において、2003 年から生物学的製剤が保険適用となり、

その即効性と持続性、関節の変形を防ぐことにおいて従来では望めなかった効果、つまり

約 50％の患者が「寛解（Remission）」できる（Emery らによる COMET 試験,2008）という

ドラマティックな変化が起こっている。従って予後には希望が持てる上、患者の高い QOL

維持、医療経済的には身障者認定や介護給付の回避が目指せる時代になっている。 

しかし、RA の関節破壊は早期に起こるというエビデンスも明らかであり、発症２年以

内に RAをコントロールすることが将来の変形を防ぐ上で最も重要（三浦,2010）となって

いる。さらに、治療効果の代償としてニューモチスティス肺炎・結核などの重篤感染症が

起こり得る。総合的・包括的な慢性炎症性疾患の随伴病態として、加齢とは別に、RA（特

にコントロール不良例）にサルコペニア, フレイルの病態が存在するためこれらの改善へ

の介入（栄養・運動（リハビリ））の必要性や予防的介入が RA看護師の重要な役割となっ

ている。 

 先行で開発した RA 看護師の看護実践能力尺度の「セルフケアを支える力」因子は、フ

ットケア・口腔ケア・リハビリテーションの 3項目だが、この 3項目だけで看護師のセル

フケア支援の詳細を評価するのは不十分であると考える。RA 患者は関節の変形に伴う足

趾の変形、巻き爪、胼胝など足のトラブルを多く抱えている。RA 患者外来では、糖尿病

患者のようなフットケア診療報酬加算がなく、患者の状況を見かねてケアをしており、ケ

ア指標が必要である。足爪異常や外反母趾などを有する者ほど転倒歴が多い（山下ら、

2004）、足部のフットケア実施後、開眼片足立ち時間が増大する（山下ら、2005）、靴のイ

ンソール調整が高齢者の QOL を改善させる（Kusumoto et al,2007）ことがわかっている。

従って、看護ケアの現場において、患者のフットケア支援とその評価基準を作成すること

が求められている。口腔ケアにおいても、RA 患者は四肢機能の低下により口腔衛生管理

が困難であることが多く、加えて薬物療法による有害事象として、口腔粘膜炎、歯肉出血、

味覚障害を引き起こしやすい。口腔衛生管理には、唾液分泌促進のためのケアや、口腔カ

ンジダ症の予防、口腔ケア習慣、食行動変容などが重要となる。しかし RA 患者の口腔ケ

アの実態についてはこれまで明らかでない。さらに、RA 患者の骨破壊は早期から起こっ

ているというエビデンスの確立により患者への早期からの関節保護やリハビリ教育、具体

的な生活指導など障害予防的リハビリテーションがより重要となっている。だが、RA 領

域に専門性の高い理学療法士も数少なく、看護師は患者への有効なリハビリを模索してい

る現状がある。 

このように、フットケア、口腔ケア、リハビリなど患者のセルフケア支援実践において

看護の専門性を明確にする必要がある。 

２．研究の目的 

研究目的： 

研究 1：「RA 看護師の看護実践能力尺度（神崎ら,2017）」の反応性確認をする。 

研究 2：看護実践能力の「セルフケアを支える力」のうちフットケア支援能力を査定でき

る尺度を作成する。 

研究 3：看護実践能力の「セルフケアを支える力」のうち看護師が実践しているリハビリ

テーションの実態を把握し看護師が行えるリハビリテーションの範囲を検討する。 

３．研究の方法 



研究 1：先の研究で開発した RA 看護師の看護実践能力尺度（神崎ら,2017）」を使い、看

護師の実践に付いて分析する。 

研究 2：1)リウマチ看護師のフットケア実践能力に関する専門性について、先行文献やテ

キスト、報告書からの記述内容を抽出する。2)リウマチ看護のエキスパートに項目の妥当

性について聴取し項目を洗練する。3）選出した項目によるWeb調査を実施する。 

研究 3：1）看護リハビリテーションの範囲の明確化を目指し、「関節リウマチ患者への看

護リハビリテーション実施に関する実態調査」を実施する。2）実態調査結果について討

議し、看護リハビリテーションの範囲を明確にする。 
 
４．研究成果 

研究 1：開発した尺度の反応性確認を実施した。外来看護師 166 人と病棟看護師 49 人の

平均点を比較（t 検定）した。「薬剤について説明し、薬剤性の副作用への対処法につい

て指導する（p<0.04）」「医師に伝達が必要な内容について判断と対応ができる（p<0.01）」

「画像から身体状況を把握する（p<0.01）」「医師と連携し情報共有する（p<0.01）」「初診

や予定外受診、療養上において、援助が必要な患者のトリアージをする（p<0.01）」は外

来看護師のほうが高かった。調査対象者である看護師は、日本リウマチ財団登録ケア看護

師であり忙しい外来においても短時間で必要な専門的ケアを行なえるのだと思われる。

「口のアセスメントと口腔ケアの方法と技術を知り実施する（p<0.01）」「足のアセスメン

トとフットケアについてその方法と技術を知り実施する（p<0.02）」は病棟看護師のほう

が高かった。この理由としては、患者のフィジカルアセスメントについては、外来では実

施しにくいと考えられ、病棟看護師の方が高かったと思われる。「関節リウマチの生活機

能障害の程度を把握し患者固有の生活背景を聞く（r=0.13,p＜0.04）」「声のかけ方に工夫

をし、言葉遣いに気をつける（r=0.13,p＜0.04）」「看護師どうし連携し情報共有する

（r=0.13,p,0.04）」「医師と連携し情報共有する（r=0.14,p＜0.03）」「看護でできるリハ

ビリ指導をする（r=0.14,p＜0.03）」の得点は RA 領域看護歴と相関が高かった。それは

RA 患者をよく理解し、適切なケアができるからと考える。 

研究 2：フットケア実践能力尺度に関して先行文献等から 104項目抽出した。日本リウマ

チ看護のエキスパート 10 人への聴き取りとその後の討議により 104 項目から 47 項目と

した。47 項目について、日本リウマチ学会が教育施設とする全国 654 施設を無作為抽出

しその施設の看護師に対して Web 調査を実施した。回収途中だが 80 人集計したデータ

結果を示す。5段階 5点満点で示される 47項目の平均点は 2.96で 2点（ほとんど実施し

ていない）台の項目が 8 つあった。それらは、巻き爪のケア・ハイアーチや扁平足への

対応・自分でやる足のマッサージ方法の指導・靴のフィッティングのポイント指導・靴の

サイズとインソール指導・靴の選び方や履き方・簡単なフットケア処置・裸足予防だった。

これらは看護師が指導すべき内容であり習熟し実践する必要性があることがわかった。

47 項目の各平均点から天井効果・床効果のある項目は見られないが更にデータ収集し分

析を進め項目内容を決定する予定である。 

研究 3：看護リハビリテーションの範囲を検討するため、「関節リウマチ患者への看護リ

ハビリテーション実施に関する実態調査」を実施した。対象は、日本リウマチ看護学会に

所属する会員 221人で 89人（40.3％）から回答を得た。看護師が関わる必要があると思

う内容について全項目とも約 70％以上が回答した。しかし、臨床実践で RA 患者に関わ

る者の 50％以上が「よく実施できている」「やや実施できている」と回答したのは、「日



常生活の困りごと相談」と「関節保護」の 2 項目だけで、理学療法・作業療法・装具自

助具の提供・福祉制度に関する情報提供・栄養と調理に関する知識提供の 5 項目につい

ては、「あまり実施していない」「実施していない」が 40％以上だった。COVID-19 禍の

中でのリハビリテーションについて看護師は「よく関わっている」0％、「やや関わって

いる」17.6％だった。COVID-19禍で RA患者のフレイルやサルコペニアが問題となって

いる中で、看護師が実施すべきことが多くあることがわかった。本調査対象者である看護

師は、ほぼ全員が看護師によるリハビリテーション実践を重要と認識していたが、現実に

は半数以上が実践できていない認識であった。看護リハビリテーション実践の必要性と実

態に大きな乖離があり、看護リハビリテーション範囲の明確化とそれをどう実践で波及さ

せるかが重要であることがわかった。 

リハビリテーション範囲を明確化するため、RA 患者にどの程度のリハビリテーション

を看護実践しているのかについての実態を Web 調査で把握した。そして、必要とする看

護実践内容を検討した。内容は、リウマチ体操とそれ以外の運動、自助具の活用、関節保

護、手指機能の知識とリハビリテーション、フレイル予防のための運動と栄養、足の変形

予防、運動頻度と中止基準、外来でのリハビリテーション、チーム医療としてのリハビリ

テーションに分類し合計 41 項目を選出し看護リハビリテーションの必要範囲を明確にし

た。 

現在、この必要 41項目について全国の RA看護師への無作為抽出Web調査を実施して

いる。実態把握とともに、これら 41項目の詳細プログラムを作成予定である。 
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